
４. セッション ２

地域連携歯科医療教育について

（連携大学の活動報告）

１． 北海道医療大学　越野 教授

２． 岩手医科大学　城 教授

３． 昭和大学　弘中 教授
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ITを活用した教育センターWS

地域連携歯科医療教育について
岩手医科大学歯学部

岩手医科大学歯学部

口腔顎顔面再建学講座

歯科麻酔学分野

城 茂治

平成２６年３月２７日（木）

岩手医科大学歯学部における

学外連携教育プログラム

１.看護・介護体験実習（1年）

２.歯科専門体験実習（2年）

３.先端歯科医学・医療施設見学実習（3年）

４.介護体験実習（5年）

５.地域医療体験実習（5年）

６.高次臨床実習（5年）

１.看護・介護体験実習（1年）

• 一般目標
実習を通じて全人的医療とその意義につい
て理解する。

• 月〜金までの5日間附属病院医科７病棟と盛岡市内近郊
の１７施設で実施

• 目標はどの程度達成できましたか。
A.達成できた 22％
B.ほぼ達成できた 43％
C.達成できなかった 10％

達成できなかった理由

A. 目標である医師，歯科医師、看護師による
チーム医療を知る上で、カンファレンスに同
席し、実際に見て体験しそれぞれの重要な
役割を知ることができた。

B. 最初は余り患者さんとコミュニケーションをと
ることができなかったが、３日目からは患者
さんとも話ができるようになった。

C. 言われたことはほぼやることができたが、自
ら進んで仕事を探すことができなかった。

２.歯科専門体験実習（2年）
• 一般目標（講義）

本学附属病院歯科医療センターおよび開業歯科医院での歯科医療の現場を通してチーム医

療の一員としての歯科医師の果たすべき役割ととるべき態度を学ぶと共に、歯科医療の概要を

理解する。また、歯科医療への基礎分野研究が果たす役割について理解する。

• 到達目標

1.自己紹介ができる。

2.担当歯科医師（院長）・スタッフとコミュニケーションがとれる。

3.担当歯科医師（院長）・スタッフ・患者に挨拶ができる。

4.担当歯科医師（院長）・スタッフの指導のもとに患者に応対できる。

5.治療前の準備について説明できる。

6.治療中の患者様への配慮ができる。

7.治療後の患者様への配慮ができる。

8.各業種の仕事の役割を説明できる。

9.各種治療の流れを説明できる。

10.治療用機器の名称を列挙できる。

２． 地域連携歯科医療教育について    岩手医科大学
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３.先端歯科医学・医療施設見学実習（3年）

• 一般目標

—サイクロトロンセンター・高磁場MRI研究施設見学を

通じて先進的歯科医療とその意義について理解する。

• 先進的歯科医療教育としては，第２学年統合講義「抗

加齢と再生医学」および第２学年「歯科専門体験実

習」に含まれている基礎歯科医学講座での学内体験

実習と連携させ，サイエンスとしての歯学研究につい

ての学生の理解を深める。

４.介護体験実習（5年）

• 一般目標

第1学年とともに実習を行うことにより，全人的

医療およびチーム医療とその意義について理
解する。

• 盛岡市近郊の１５施設で２日間の実習

• １年生と同時期に設定し、指導的役割をする。

５.地域医療体験実習（5年）

• 一般目標

岩手県内他の各地区診療所において地域歯
科医療を体験実習することにより，地域歯科医
療の役割とその意義について理解する。

• 岩手県内１３カ所の国保診療所、秋田県厚生
連病院歯科１カ所において１〜２日間の実習
を行う。

地域医療体験実習は有意義でしたか？ 実習全体の感想を聞かせて下さい。

１）実習は有意義でしたか？

４ 大変有意義だった ３ 有意義だった
２ 有意義でなかった １ 全く有意義でなかった

２）実習は楽しくできましたか？

４ 大変楽しかった ３ 楽しかった
２ 楽しくなかった １ 全く楽しくなかった
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昭和大学歯学部における 
地域連携歯科医療教育について 

歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座 

口腔衛生学部門 

弘中祥司 

第４回ＩＴを活用した教育センターワークショップ 

 これまで医療系総合大学の利点を生かして、医療系職
種の連携を重点に本学のカリキュラムを構成してきた。 

 超高齢者の未来を鑑み、地域歯科医師会との連携を
さらに強化する上でも、地域で高齢者を診る体制つくり
が課題となっている。 

 ITのWSを通じて、現在１年次、３年次、４年次と現在進
行形である。 

学部間連携教育から地域連携教育へ 

学部連携病棟実習風景 
病棟担当医師・看護師受け持ち患者の紹介 

薬局・リハビリなど関連する学部職種への挨拶と１週間のスケジュール確認 

自己紹介と１週間のスケジュール説明 

月曜日 

朝のミーティング（朝８時から） 
一日のスケジュールを検討 

夕方のミーティング・空き時間 

記録作りと患者情報の共有・整理 

治療・ケアのプランを検討 

学部単独の実習では得られない 

多くの情報と多彩な視点をホワイトボードに記入 

毎 日 

患者さんとの面談2(～3)名で 

歯学部生の診察の見学 

医学部生の診察の見学 

歯学部生は患者さんの歯の状態の模型を作成 

歯学部生は患者さんの歯の状態の模型を作成 

３． 地域連携歯科医療教育について 昭和大学
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薬学部学生の服薬指導の見学 リハビリテーションの見学 

看護学生のバイタル測定やケアの見学 

回診に同行し、情報を共有 

時間内は医学部スケジュールに従っての行動になります。 

このカンファレンスも実際は医学部の学生 

が他に７人入ったとすると部屋は一杯です 

実習は医学部実習生に足して行うことになります 

病棟指導担当医師の調整指導・各部署スタッフの方の 

調整・指導が実習成功のポイントになります。 

病院で多職種で行われ 

ているケース検討会に 

も参加しました 

初年次歯科医院体験実習 

VTR 

歯科医院で挨拶する１年生 

今後は地域で診る高齢者の 
歯科医療が主役と考える 

地域歯科医師会との連携がこれから近未来の
歯科医学教育のKeyとなることは確かだと 

見据えている。 
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ワーキンググループ１                      

地域連携歯科医療教育について 印象記（グループ 1）       
   

昭和大学 歯学部 
高齢者歯科学講座 佐藤 裕二 

 
3 大学から，地域連携歯科医療教育に関して報告が行われました。 

 

【北海道医療大学 越野寿教授】 

 

 臨床実習の期間を 1 年から 1.2 年に延長し，時間数でいえば 1.6 倍ぐらいに充実されたそ

うです。この中で，地域連携歯科医療教育の充実も図られており，学外の 15 機関に月曜日

から金曜日の連続 4 日間派遣し，臨床実習をされています。 

 訪問診療に関しては，専任 2 名＋兼任 1 名で，最低半日，施設や居宅で出かける実習を

されています。 

 とても充実した実習を行われていることに感心しました。 

 

【岩手医科大学 城教授】 

 

 IT を活用した教育を先行されており，これらの効果を踏まえて，学外での地域連携歯科

医療教育の準備をされているそうでした。 

 「看護・介護体験実習」「歯科専門体験実習」「先端歯科医学・医療施設見学実習」「介護

体験実習」「地域医療体験実習」など様々な実習を行われていました。訪問診療に関しても

検討中とのことでした。精力的な取り組みに感銘を受けました。 

 

【昭和大学 弘中教授】 

 

 1 年次の富士吉田近隣歯科医師会との連携と，3 年次・5 年次の旗の台近隣歯科医師会と

の連携が紹介されました。今年度からは，臨床実習に半日ではあるものの，訪問診療を取

り入れることも追加で紹介されました。 

 

 各大学の取り組みや，問題点も質疑応答で討議され，おおいに刺激を受けました。今後

の成果と点検評価が期待されました。 
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ワーキンググループ２                      

地域連携歯科医療教育について 印象記（グループ２）       
   

昭和大学 歯学部 
歯周病学講座 須田 玲子 

 
１．北海道医療大学 

  （１）学外医療機関での臨床実習：近隣の 15 開業医に協力を求め、月～木の 4 日間の学外実

習を行っている。地域医療で活躍している開業医と直接触れ合え良い刺激を受けている。 

  （２）多職種連携教育 

  （３）福祉施設実習：低学年と 5 年生で行っている。 

  （４）訪問歯科診療実習：保存・補綴自習期間に最低半日単位で１回実施。基本は介護施設に

出向いて実習を行っている。 

  以上、地域の開業医や介護施設などの実習を通じ、外来での学生の実習態度が向上した。 

２．岩手医科大学 

  （１）看護・介護体験実習（１年）：２週間（月～金）に附属病院７病棟および盛岡近郊 17 施設で

実施。施設の人とコミュニケーションを取る事を目的としている。 

  （２）歯科専門体験実習(2 年)：盛岡近郊の開業医に 2 日間、大学病院に 2 日間見学実習を行

っている。 

  （３）先端歯科・医療施設見学（3 年） 

  （４）介護体験（5 年）：1 年生と共に出向き、5 年生が 1 年生を指導する。 

      口腔ケアを中心に 15 施設で 2 日間行っている。 

  （５）地域医療体験実習（5 年）：岩手県 13 か所の国保診療所、秋田県厚生連病院歯科 1 か所

に１～2 日間。 

  アンケート結果により 75％の学生は有意義と感じている。 

３．昭和大学 

  （１）歯科医院の見学実習（1 年）：山梨県の開業医の協力の元、見学実習を行っている。 

  （２）介護施設での口腔ケア体験（2 年）：半日を 2 日間の実施。 

  （３）障害時施設での実習(3 年) 

  （４）学部連携実習、学部連携病棟実習（4，5 年）：4 学部の学生が合同で全身管理と医療連携

について学んでいる。 

 平成 26 年度から、3 年、5 年生で近隣歯科医師会の協力の元、診療所の見学実習を行う予定で

ある。また、5 年次に半日施設における訪問歯科診療の体験実習を行う。 

  

3 大学共にそれぞれの地域性を活かした地域連携歯科臨床教育を行っていた。 
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ワーキンググループ３                      

地域連携歯科医療教育について 印象記（グループ３）       
   

岩手医科大学 歯学部 
口腔医学講座 予防歯科学分野 岸 光男 

 
北海道医療大学、越野さん、岩手医科大学、城さん、昭和大学、弘中さんから各大学における地域連

携歯科医療教育の現状について、報告がされ、各報告の後質疑がなされた。 

１．北海道医療大学 

【現 状】 

臨床実習の医管として、学外医療機関における訪問実習を実施している。また、現在 15 歯科診療所の

協力を得ており、それら診療所には学生が訪問実習を行うことに関するお願いと臨床教授委嘱状が掲

示されている。主に見学実習となるが、患者とのコミュニケーション教育に役立っている。 

【質 疑】 

 問：居宅訪問のスケジュール調整が困難と思われるが、どのように調整しているのか。 

 答：半日単位で実習中の任意の日を学生から申し込ませたうえで調整している。臨床実習期間中 1 回

は居宅訪問を行うよう指導している。学生もケースがこなせるため積極的に申し込んでいる。 

２．岩手医科大学 

【現 状】 

 学外連携教育プログラムとして、1年次に看護・介護体験実習、2年次に歯科専門体験実習、3年次に

先端医療体験実習、5 年次の臨床実習期間中に介護体験、地域歯科医療体験実習を実施している。

実習は岩手医科大学附属病院、歯科医療センターサイクロトロンセンター、MRI 研究所、学外連携病院、

福祉施設、歯科診療で行っている。また、地域歯科診療所での実習について、受け入れてくれた歯科

診療所に対して県の歯科医師会を通じてアンケート調査を実施したところ、「自分たちにとっても勉強に

なり、役だった。」、「学生が積極的で楽しかった」などの感想があった。 

【質 疑】 

 意見：歯科医師会の会員がそのような感想を持っていることを知り、このような事業に参加していること

の励みになった（開業医側からの意見として下山さんから） 

３．昭和大学 

【現 状】 

 地域連携歯科医療教育プログラムとして、1 年次に学部連携 PBL、歯科医院実習（富士吉田キャンパ

ス）、2 年次に介護施設実習、3 年次に障害者施設実習、4 年次に模擬患者を用いた学部連携 PBL、5

年次に病棟実習、6年次に地域連携実習（選択実習）を行っている。富士吉田キャンパス付近の開業医

は診療所の敷地が広く、余裕があるところが多く、学生が訪問しやすい環境である。一方、交通手段の

確保が大変で、タクシー移動などの経費がかかる。 

【質 疑】 

 問：北海道医療大学と岩手医科大学への質問として、連携歯科診療所はすべて歯科医師会の会員

か、という質問があった。 

 答：岩手医科大学は岩手県歯科医師会を通じて依頼しているので、すべて県歯科医師会の会員だと

思われる。北海道医療大学は、同窓会を経由して依頼しているので概ね歯科医師会員だとは思うが、

詳細は不明である。 
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ワーキンググループ４                      

地域連携歯科医療教育について 印象記（グループ４）       
   

岩手医科大学 歯学部 
歯科保存学講座 歯周療法学分野 須和部 京介 

 
北海道医療大学の地域連携歯科医療実施状況について、越野先生より報告があった。地域連携歯科

医療は現在 5 年生の臨床実習の中で実施しているとのことだった。学外医療機関実習では、15 の開業

歯科医院（臨床教授 7 名、臨床准教授８名の体制）にて実習し、学生は大学での縦割りの専門診療科

での実習との違いを実感し、総合的な歯科診療を学べているとのことだった。4 日間の実習で、指導側・

学生側ともに充実しているようで、実習最終日には指導側の施設で自発的に食事会開催もされ、好評

の実習であるとの報告だった。学生側からは大学で学べないことが学べたとの良い感想がある一方、施

設によっては実習の往復に際し交通の便悪い施設もあったとの感想も挙げられた。多職種連携教育と

して、歯学部・薬学部・看護福祉学部・心理科学部・リハビリテーション学部と連携講義・実習も行ってい

るとのお話もあった。また、地域支援医療科の実習として、一日 5～10 名程度の患者を対象に訪問診療

実習も実施している。実習導入してから、学生の臨床実習へのやる気が向上したように感じているとの

報告があり、非常に有益な実習をしていると感じられた。質疑応答として、「臨床実習でどれぐらいの回

数訪問診療へ行っているのか？（佐藤先生）」との質問があり、「居宅だと一度に訪問できるスタッフの人

数が 4 人（学生 2 名、歯科医師、衛生士各 1 名）が限界なため、最低半日単位で１回以上参加してもら

うことになっている。（越野先生）」との回答があった。 

岩手医科大学の地域連携歯科医療実施状況については、城先生より報告があった。岩手医科大学で

は、学外連携教育プログラムとして、1年生で看護・介護体験実習を行っている。これは5日間附属病院

医科病棟と市内近郊 17 施設において、施設の方とのコミュニケーションをとることを目標に実習している

とのことだった。学生にそれぞれに個人の目標を決めてもらい、実習後に達成できたかをアンケートにて

確認しているとのことだった。2 年生では、歯科専門体験実習として、盛岡歯科医師会に協力して頂き、

2 日間市内開業医・２日学内の専門外来（1 日予備実習）を行っているとのことだった。3 年生では先端

歯科医学・医療施設見学実習として、サイクロトロンセンター・高磁場MRI研究施設見学も行っている。5

年生では、介護体験実習と地域医療体験実習を行っている。介護体験実習では、15 施設で 2 日間、1

年生の学生とともに実習し、1 年生の指導的役割を担ってもらっているとのこと。実習の前には口腔ケア

の練習を行ってから参加しているとのお話であった。また地域医療体験実習では岩手県内 13 ヵ所の国

保診療所・秋田県厚生連歯科 1 か所において１～２日間実習を行っている（沿岸の被災した診療所の

派遣は現在停止している）。有意義だったという学生がいる一方で、有意義ではないと答える学生もおり、

施設での指導内容のばらつきがある可能性があるとの報告であった。1 年生から 5 年生まで各学年に応

じた実習が行われており、非常に魅力的な実習内容であると感じた。 

昭和大学の地域連携歯科医療実施状況について、弘中先生より報告があった。昭和大学では社会と

歯科医療・チーム医療コースにて、１年生では学部連携 PBL・歯科医院実習、2 年生では高齢者期と歯

科医療として高齢者福祉の実習として、施設へ実習。３年生では近隣歯科医師会協力のもとで実習（5

年生でも同一施設）。4 年生は学部連携 PBL を実施し、5 年生では学部連携病棟実習として他学部と

同じ期間・施設にて 1 週間実習を行っており、6 年生の実習は選択性を採用しているとのことだった。そ

の中で、今回は１年生で行われている地域連携歯科医療の様子をビデオで説明して頂いた。富士吉田

市の歯科医師会協力のもと、各施設での実習を行っているとの説明があった。ビデオを通じで、実習内

容が理解できたことももちろんのこと、実習を行っている学生の緊張感も伝わり、実習内容が非常に分か

りやすい報告であった。 

3 大学ともに各学年の現状に沿った実習が行われており、実習説明で用いられた写真や動画に登場す

る学生たちも一生懸命実習に取り組んでいる姿が印象的で、非常に有意義な実習が行われていること

が理解できた。 
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